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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
「
が
ん
の
学
び
舎
」
は
、
幡
多
け
ん

み
ん
病
院
が
主
催
し
、
集
会
所
な
ど
小

規
模
な
会
場
で
実
施
し
て
い
る
座
談
会

形
式
の
学
習
会
で
す
。

　
６
月
７
日
に
上
川
口
浦
集
会
所
で
行

わ
れ
た
座
談
会
に
は
、

７４
人
の
参
加
が

あ
り
、
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
の
満

員
状
態
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
上
岡
教
人
副
院
長
と
、

緩
和
ケ
ア
支
援
室
の
大
家
千
晶
さ
ん
が
、

が
ん
の
予
防
と
治
療
、
患
者
や
家
族
の

心
構
え
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
。

参
加
者
か
ら
は
、「
１
年
に
１
回
の
検

診
が
な
ぜ
必
要
か
分
か
っ
た
」「
早
速

検
診
を
受
け
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
　
 （

保
健
衛
生
係
）

 
黒
潮
町
は
、
６
月
４
日
、
㈱
高
知
銀

行
と
「
地
域
再
生
・
活
性
化
支
援
に
関

す
る
連
携
・
協
力
協
定
書
」
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
㈱
高
知
銀
行

の
活
力
を
導
入
し
、
お
互
い
の
資
源
を

よ
り
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
町
の
産
業

振
興
に
つ
な
げ
、
業
務
の
連
携
・
協
力

に
よ
り
町
の
経
済
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
締
結

に
よ
り
、
町
の
地
域
産
品
の
販
路
開
拓

や
販
売
促
進
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
連
携
や
協
力
の
具
体

的
な
内
容
は
、
今
後
、
協
議
の
う
え
決

定
し
て
い
き
ま
す
。
 （

産
業
推
進
係
）

　
佐
賀
地
域
を
南
北
に
流
れ
る
伊
与
木

川
で
、
５
月

２９
日
、
ア
ユ
の
放
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。「
佐
賀
の
伊
与
木
川
を

守
る
会
」（
西
村
策
雄
会
長
）が
主
催
し
、

昨
年
に
続
き
２
回
目
。
会
員
の
ほ
か
、

佐
賀
保
育
所
の
年
長
・
年
中
の
児
童

３７

人
と
児
童
保
護
者
、
建
設
業
者
ら
が
参

加
し
、
体
長
約

１０
セ
ン
チ
の
稚
ア
ユ
約

１
８
０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
伊
与
木
川
の
環
境
と
川
に

住
む
生
物
の
保
護
を
目
的
に
、
平
成

２５

年
度
に
発
足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
、
約

７５
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
放

流
し
た
ア
ユ
は
、
会
費
と
町
内
で
工
事

を
し
て
い
る
建
設
業
者
９
社
の
寄
付
に

よ
り
購
入
し
ま
し
た
。

　
５
月
上
旬
、
宮
城
県
仙
台
市
の
震
災

復
興
支
援
グ
ル
ー
プ
「
き
ぼ
う
」
と
、活

動
に
賛
同
す
る
ジ
オ
・
サ
ー
チ
株
式
会

社
、
ダ
イ
セ
ル
労
働
組
合
よ
り
、
黒
潮

町
内
の
保
育
所
用
に
救
命
胴
衣（
園
児

用
９０
着
、
大
人
用
５
着
）が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。「
き
ぼ
う
」
と
の
縁
を
取
り
持

っ
て
く
れ
た
の
は
、
宿
毛
市
や
黒
潮
町

で
柑
橘
を
栽
培
し
て
い
る
久
保
悟
さ
ん
・

小
夜
子
さ
ん
。
平
成

２４
年
か
ら
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
の
仮
設
住
宅
や
団
体

に
小
夏
な
ど
を
送
っ
て
い
ま
す
。
６
月

３
日
に
行
わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈
式
に
は
、

久
保
さ
ん
夫
妻
と
、
久
保
さ
ん
の
畑
が

あ
る
出
口
地
区
の
西
村
節
男
区
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

が
ん
の
学
び
舎
ｉｎ
上
川
口
を
開
催

〜
み
ん
な
が
知
り
た
い 

が
ん
の
話
〜

㈱
高
知
銀
行
が
経
済
活
性
化
を
支
援

包
括
的
連
携
・
協
力
協
定
を
締
結

清
流
伊
与
木
川
を
守
ろ
う
！

佐
賀
保
育
所
児
童
が
ア
ユ
を
放
流

震
災
復
興
支
援
グ
ル
ー
プ「
き
ぼ
う
」

町
内
２
保
育
所
へ
救
命
胴
衣
寄
贈

協定書に調印し、握手を交わす㈱高知銀行の森下勝
彦取締役頭取と大西町長。

「アユさん、元気に育ってね」と放流したアユを見守
る佐賀保育所の子どもたち。

上川口集会所での座談会。幡多けんみん病院副院長
らの話を熱心に聞いています。

救命胴衣が配備された佐賀保育所と南部保育所では、
久保さんと園児が記念撮影を行いました。


